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(2)
｢ソフトマターの物理学 2003 -普遍性と多様性-｣
で与えられる｡ここで,β1(u,u′)-4DL2Luxu′lは棒状分子間の排除体積を示すC並進エントロピーは
濃度枯渇のため,ln(Nc/V)ではなく, ln(Nc/Vf,ee)で与えられる｡以下では,ルジャンドルの倍関数を
用いた近似で,相分離を議論する｡
3 ネマチック相一等方相分離
図 1(a)はL/D-50の棒状分子の溶液の,棒状分子濃度 (4,)と壁間距離(h)に対して計算した相図を
示す.実線が共存曲線,点線がネマチック相一等方相転移曲線を示す｡壁間距離 (h)が減少するにつれて,
共存相の濃度差が減少し,h/Lと10で臨界点が現れる｡臨界厚み以下ではネマチック相一等方相分離が消
失することがわかるC 図1(b)は臨界点近傍における,配向秩序ハラメーター(S)と壁間距離 (h)の関係
を示す｡点線は図1(a)の共存曲線上のSの値を示すO代表的な棒状分子であるタバコモザイクウイルス
(TMV)(分子長が約L竺 300nm,軸比がL/Dと17)に対して,臨界厚みは約3FLm となるO
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Fig･1:(a)Phasediagramonthethickness(h)-concentration(4,)planewithL,/D-50.(b)Orienta-
tionalorderparameterplottedagainstthethicknessh.Thedottedcurveshowstheorientationalorder
parameteronthebinodalcurveonFig･1(a)･
また,壁に挟まれた非液晶性分子 (溶媒分子)と液晶分子の混合系の相分離についても報告する予定であ
る｡壁間の距離が小さくても,低温側で溶媒分子と液晶分子間のFlory-Hugginsのxパラメーターが支配
的となる場合,ネマチック相一等方相分離は消失しない｡
u
Fig･2:SimulationsofnelTlatic-isotropicphaseseparationsinamixtureofapolymerandanematogen
betweenwals
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